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7 ）『地域包括ケア研究会－ 2025 年問題』（座長田中滋）
の問題提起による政策ベクトル










（2013：18）では「国は 2011（平成 23）年 6 月の改正










支援事業の実施について」（平成 18 年 6 月 9 日…厚生労
働省老健局長通知，最終改正：平成 24 年 4 月 6 日）に
は以下のことが示されている．










 これらを時系列に並べ，便宜的に①1950〜1970 年代（上記 1）〜4)）の地域包括ケアが
医療（病院）を核とした実践の「医療主導型」，②この実践を受け 1990 年代（上記 5），6)）
の医療に加え，保健，福祉を含めた自治体での実践，導入に移行する「行政協働型」，③2000
年以降（上記 7））の実践から政策化へと地域包括ケアシステムが展開した「政策提案型」
と分類したのが図 1である．特に 1970 年代の病院を拠点としたシステムが今日の地域包括
ケアシステムの源流と言われている． 
 
図 1 地域包括ケアシステムの潮流（出典：大橋（2016：12−13）を基に作成） 
 このような潮流において地域ケア会議運営マニュアル（2013： 8）では「国は 2011（平





第 2節 地域ケア会議の機能整理 
                                            




















































































































































第 2 章　 A 市地域ケア会議における地域課題の抽出の
実際
　第 1 節　A 市地域ケア会議の概要
































の 4ユニットで考えるほうが現実的である（図 3参照）． 
 
図 3 ワークショップの構成（山内（2014：12）） 
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図 4 A 市地域ケア会議の概要（システム図）（筆者作成） 





表 1 A 市地域ケア会議一覧 
 
（出典：加東市地域包括支援センター（2017：3）より抜粋） 
第 2節 地域課題抽出の過程：ワークショップの実際から 

















　A 市地域ケア会議の 2016 年度は表 1 で示したように




　第 2 節　 地域課題抽出の過程：ワークショップの実
際から



















行った．2016 年度に検討した個別ケア会議の 7 ケース
の検討テーマに基づいてふり返った．いずれの個別ケー
スも複合多問題ケースであり，図 5 にある個別課題を分
解した結果を提示した．A 市では 7 ケースで 51 個（1





















図 5 個別課題から地域課題抽出のイメージ図（筆者作成） 
 その後，「知る活動」へ移行し，個別ケースの共有を行った．2016 年度に検討した個別ケ
ア会議の 7 ケースの検討テーマに基づいてふり返った．いずれの個別ケースも複合多問題



































　以上のことを図 6 の各項目に当てはめたものが図 7 で
ある．このように一つの目標に対して解決策は地域特性
に即して複数考えられる．





















































 以上のことを図 6 の各項目に当てはめたものが図 7 である．このように一つの目標に対
して解決策は地域特性に即して複数考えられる． 
 
図 7 目標と解決策の関係図【具体例】（筆者作成） 





第 3章 協働型地域課題の抽出方法の今後 
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して解決策は地域特性に即して複数考えられる． 
 
図 7 目標と解決策の関係図【具体例】（筆者作成） 





第 3章 協働型地域課題の抽出方法の今後 

























































図 8 個別課題から地域課題抽出のプロセス（筆者作成） 
第 3節 今後の課題 
 A 市地域ケア会議における地域課題の抽出は特定の専門職のみで実施したものであった．
今後，このようなワークショップに地域住民が参加して実施できるようにしなければなら
ない．というのも，専門職のみで抽出した地域課題は地域住民が考えているものと一致す
るとは限らないのである．本論文は「協働型地域課題の抽出方法」を掲げている．ここで
いう協働型というのは多職種ではなく，「専門職と地域住民」である． 
 ワークショップの手法そのものは専門職に限らず，地域住民も対象とすることを想定し
ている．ただ，今後の展開を急ぐあまり専門職と地域住民を同じテーブルにしてワークシ
ョップを実施することは難しいだろう．そこで，考えられるのが協議体である． 
 本論文で明らかにしたワークショップを活用した協働型地域課題の抽出方法は協議体で
も活用できる．ただし，全体のファシリテーションができる人材を育成しなければならな
い．政策動向を鑑みると生活支援コーディネーターがこの役割を担うことが考えられる．
このような方法をまとめ，蓄積されることで個別課題から地域課題の抽出方法の選択肢が
増えるだろう．そうすることで，特定の専門職に頼ることなく，地域住民と協働した取り
組みが可能となる． 
 
おわりに 
 A 市では専門職が主となって取り組む課題抽出となっている．ここで注意しなければいけ
ないことは，この地域課題が「地域住民が抱えているものと一致するとは限らない」とい
うことである．この差異を解消し，課題解決に向けて協働していくことが今後求められる
だろう． 
 加えて，本論文における地域課題の抽出の期間は単年度のものとなっている．地域ケア
会議の機能の一つに「政策提言」があることを考えると，単年度だけで完結することはで
きない．そこで，今後，介護保険事業計画等への提言を目的とした年度を跨いだ地域課題
図８　個別課題から地域課題抽出のプロセス（筆者作成）
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